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自己紹介

石井洋

SOLG ITM統括グローバルビジネス推進部1課
SCSKEUの次期トレーニーなんですが、コロナのため延期中です（泣）

好きなAWSのサービス：Transit Gateway
好きなSORACOMのサービス：Func



突然ですがみなさん
先日のAWSSummitはご覧に
なりましたでしょうか。



SCSKも技術者教育の話で登壇
教育施策＝Endeav Dojo



今回のLTでは
EndeavDojoに1メンバーとして
参加した感想とかやったことを
話しますよ！



Endeav Dojo メンバー

うおおおおお！！！

うおおおおお！！！

KTKR！！！
HIRONOSAN！！！

登壇者のSOLG 基盤 サービス開発部の広野さん
EndeavDojoの運営、講師をご担当

私の所属する部のEndeavDojoメンバーは
興奮してAWSSummitを拝見しました！

Me



Endeav Dojoとは
Amplify＋Reactでアプリを作るハッカソン

もともとあるアプリ（Hirodemy）の追加機能開発を行いま
した。



開発チーム(2-a)

私所属のグローバル部と西日本のサービス開発の部の混成チームでした。
開発リーダーは矢萩さんという方で技術面でも精神面でもリード頂きました。

西日本お二方は許可とれてないのでボカシ



チャット機能の開発

我々が考えたサービスはHirodemy上で
ユーザ同士がコミュニケーションがとれるチャットの機能です。



Hirodemyの既存のアーキテクチャです。
EndeavDojo参加メンバーのこの構成を踏まえてサービスをアドインする必要があり
ます。
インフラエンジニアにとってはReacｔの理解が最もハードルが高いかなと思います。



デモ

http://drive.google.com/file/d/1FecHaJS5GFoLAFrmw8rFSrI1Kfs517xC/view


私達の作った機能のアーキテクチャです。バックエンドにAppSyncを採用しました。
採用理由①LambdaとAPIGWの乱立を回避したかった。
採用理由②Subscriptionを用いた非同期処理の実装（シームレスなチャット画面描
画）
採用理由③新しいことがしたかった。

→この点を評価頂いたのかEndeavDojo運営さんにAWSSummitにてご紹介頂くことが叶いました。



AWSSummitで資料が映った時の我々。



後日談ですが、
SCSKの講演は大好評のようでした！



まとめ

アプリケーション開発楽しい

AWSSummitに取り上げられて
嬉しい！



ご静聴
ありがとうございました。


